
１．事 業 の 目 的 ・ 必 要 性 と 内 容 （ＰＬＡＮ）　※この事業を行う目的・必要性は何か。どのような取組を行っているのか。

２．概算総事業費 （ＤＯ：コスト）　※事業を行うための費用の状況はどうか。コストがどれくらいかかっているのか。
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区分

平成２７年６月作成
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【目的】

【必要性】

　北海道新幹線開業を間近に迎え，中心市街地の活性化と広域からの観光客誘致を図る。

　北海道新幹線開業を見据え，中心市街地の賑わい創出や広域的な観光連携を推進するためにも必要なものである。

　函館朝市駐車場やグリーンプラザを会場に，函館市内からの出展以外にも，函館と縁のある道南，東北，開港都市，海外姉妹都市のほかエアで結ばれている東京，大阪，名
古屋からも参加し，テント数１３０ブースを設置し，各地域自慢の食や観光ＰＲが展開されている。また，平成２７年度は，新たに北関東からも出展が予定されている。
　また，北海道新聞社との連携のもと，函館圏域のみならず札幌圏にも折込紙（参加店の食や都市の魅力情報等掲載）が配布され，本紙においても開催告知が大きく掲載され
ている。
　【平成２７年度開催】９月５日（土）１０：００～１７：００，６日（日）１０：００～１６：００
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あり
□法律・政令・省令名（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□道条例，規則，要綱等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■市条例，規則，要綱等（はこだてグルメサーカス実行委員会設置要綱）



３．活　　動　　実　　績 （ＤＯ：アウトプット）　※目的を達成するためにどのように取り組み，その実績はどうか。 ４-1．成　果　等 （ＤＯ：アウトカム）　

４-2．成　果　等 （ＤＯ：アウトカム）　※事業を実施し，どのような成果が得られたのか。

５．事務事業の点検 （ＣＨＥＣＫ）

６．今後の改善策 （ＡＣＴＩＯＮ）　※今後改善する点は何か。どのように進めていくか。

参考：他の自治体の状況

来場者数

ブース数

171,000 169,000

127 130
成果
指標

活動指標名 単位

160,000
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人

張り 定量的な成果指数はない

　　　※事業の成果指標は何か。
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業の成果等
　北海道新幹線開業を見据え，特に東北地域が函館でのＰＲを望んでいることから出展数が伸びており，多くの来場者数も維持している。
　また，函館駅前地区に多くの人々が訪れることから，地域商店等への経済波及効果も非常に高いものと思われる。
　この事業を通じて，各地域の施策等の情報交換が密となり，プロモーションの拡大等にもつながっている。

評価項目 評価内容 評価内容の説明 評価項目 評価内容 評価内容の説明

評価結果から明らかに
なった課題事項など

成果の達成状況

事業目的実現のための手段

　非常に期待されているイベントであり，作業効率や運営方法についても問題ないものと考える。
　今後は，出展内容の変更など新幹線開業による新たなエリアからの出展等スキルを高めていく工夫をする必要がある。

執
行
方
法

外部委託の可能性

実施方法の効率性 図られている（今後の改善は難しい）

実行委員会形式で各団体からの人
員によりイベント運営に努めている
ほか，特に，北海道新聞社からは告
知面で相当の協力を受けている。

運営管理，出展者フォローについて
は受託業者が，出展要請や情報収
集については行政が担うなど作業分
担が確立されているとともに，スムー
ズに作業を進めるために情報共有も
図っている。

節減できている

現在と変わらない

評価対象外

成
果
・
有
効
性
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事業の市民ニーズ

市の関与の妥当性

コストの節減度

将来コスト増減見込み

受益者負担の適正度

道南最大級の食と観光のイベントと
して多くの来場者のもと，地域経済
への波及効果も高い。地元からは継
続開催の声も強く，サッポロビール
からは特別缶が発売されるほどの知
名度となった。

中心市街地の賑わい創出と他の観
光地のと連携も強化されたことから，
十分な成果が上がっていると考え
る。
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（事業について）

（経費について）

　平成２８年度は北海道新幹線開業を記念した取り組みを検討していくとともに，開業により新たなターゲットとなる地域との参加などを検討する。

　新たな地域からの出展とブース数にあわせた会場のゾーニング等を検討し，できる限りの経費抑制に努める。

高まっている

法令・条例等の根拠により関与が妥当

達成している

現手段が最適

すでに実施

比較参考値
（他の自治体の類似事業
の状況など）

今後の方針
（改善・

見直し内容）

基本方針


